


『グラン・ブルー』のジャン＝

マルク・バールの熱意にうた

れたロザンナ・アークエット

あの伝説のカップルが14年

ぶりに復活
「SEX:EL」はジャン＝マルク・バールが自ら企

フリートリロノー

画した [Freet r i logy】シリーズの第二作目である

彼は「グラン・プルー」の伝説的ダイバー役で絶大

なる人気を集め世界中から俳優として超大作のオ

ファーを受けるが、自らの監督作品を撮るため出演
フリートリロ、、

は断り続けた。 10年後、彼は【 Freet r i logyー自由

についての三部作］という連作シリーズを企画し、

愛についての自由＝「ラヴァーズJ (99) で念願の

監督デビューを果たす。そして本作では監督だけで

なく主演、脚本、製作を務めたそんな彼の作品に

かける情熱に影響された 2人の女侵ー若手演技

派エロディ・ブシェーズとかつての共演者ロザンナ・

アークエット。ェロディはJ=M・バールと強い信頼

関係を結び、このシリーズで女神的な存在を強烈

に印象づけた。また、ロザンナ・アークエットは本作

品での出演を切望し、セックスができない夫婦関

係に苦悩するミステリアスな妻エイミー役を演じ、

新しい一面を見せている。

セックスは魂を開放する！

性欲をストレートに表現した

大胆な挑戦
フリ・トリロン

【 Freet r i logyー自由についての三部作】の第

二作目にあたる SEX:EL」は性的なトラウマからの

解放という‘‘性の自由”についてストレートに描か

れた作品である。性を煽情的にエロティックな視線

で描く作品が多い中、この作品ほどセックスの意

義について真摯に提起している作品は少ないであ

ろう。ジャン＝マルク・バールは言っている。「この

物語によって、僕たちは今も餃然として存在する問

題を提起したいと思ったんだ。“性を楽しむことで

開放されていくこととは何か7 人は社会や宗教が

押しつける罪悪感に抵抗できるものなのか？欲望

は法律との関わりの中でどこまでが認められるもの

なのか7 社会はセックスに対して無知のままでいる

よう強制していいものなのか？”といったことをね」

そして本来、快楽を追求することによって、よりいっ

そう個人の自由が得られるはずなのに、現代社会

においては性を表現するよりも、性行動そのものに

訴えている。

あなたのセックス観を覆す、衝撃の問題作

［セックス：イ―エル］
主演・監督・脚本・製作：ジャン＝マルク・パール

出演：ロザンナ・アークエット、エロティ・プシェース ほか

2000年／フランス／カラー／ヴィスタサイス／トルヒ＿SR/107分

原題：TOO MUCH FLESH 配給：日活

http://www.sex-eI.com C匹）

大きすぎて この一言が

僕の人生を変えた…
人はだれでも悩みを抱えて生きている。どんなに

些細な悩みでも、それがある限り本当の自由の喜

びを知ることはできない。この主人公ライルにとっ

ての悩みはセックスができないことだった。その原

因は彼の性器が大きすぎた＝〔Extra Large Sex]

からである初体験のときに受けた1傷により20年も

の間、彼は憂鬱な感情を抱きながら生きてきたの

だった。ある時フランス人女性ジュリエットとの出

会いによって永年のトラウマから一気に開放され

てしヽく...。

2002年1H12H(t)~1H25H（金） ■雪閣コ璽
ロードショー[10:50/12: 50/2: 50/4: 50/6: 50] ャャ

ィ旦し、 1/1 ア（木） -1/18 （金）ほ 6: 50 の回休映




